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図３　SHR、WKYおよびNWRの頚動脈小体内の血管径の比較（Histol. Histopathol., 2011 in press を改変）．
図２　SHR、WKYおよびNWRの頚動脈小体の長径と短径の比較（Histol. Histopathol., 2011 in press を改変）．
図１　SHR、WKYおよびNWRの頚動脈小体のHE染色像（Histol. Histopathol., 2011 in pressを改変）．
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は低かった。
我々が先に報告した低酸素暴露（10％ O2、8週
間）ラットの頚動脈小体は、著しい血管拡張を伴
い長径で約２倍に肥大したが、同週齢の SHRの
頚動脈小体は、長径で約1.3倍に肥大したが、血
管の著しい拡張は認められず、むしろ頚動脈小体
内の結合組織性基質の増大が著名であった。ペプ
チド性神経線維の分布に着目すると、先に報告し
た様に、低酸素暴露ラットの頚動脈小体では、血
管拡張性のVIP陽性線維の分布密度は1.8倍に増
加したが、SHRの頚動脈小体では減少傾向を示
した。その他のペプチド性神経線維の分布密度に
は大きな変化は認められなかった。
これらの結果をもとに頚動脈小体の肥大機序を
考察すると、低酸素暴露ラットの頚動脈小体肥大
には、VIP神経による血管拡張がその一因と推察
されるが、高血圧ラットの頚動脈小体肥大には、
VIPによる血管拡張は無関係であると思われる。
高血圧ラットにおけるVIP線維密度の減少に関し
ては、高血圧ラットに対するVIPの低濃度投与が
化学受容に対する神経活動を低下させるという報
告を勘案すると、VIP線維密度の減少は神経活動
低下を抑制するすることを意味し、頚動脈小体の
化学受容に対する感受性を高めることになると考
えられる。
高血圧動物を低酸素暴露した際の頚動脈小体の
動態については、さらなる課題として残るが、高
地トレーニングと高血圧の問題を考える上で大切
な問題となる。今後さらなる検討を要する。
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